香川県中学校教育研究会進路指導部会研究大会
事前研究の手引き
                                           　　香川県中学校教育研究会進路指導部会

（三豊市立高瀬中学校）

１　研究主題
　  　  「キャリア教育の視点に立った、活力を育むカリキュラムの創造」

　　　　　　　　　～キャリアの自覚を促す教科・教科外のユニット化を軸として～

２　主題設定の理由
　　本校は香川県の西に位置し、生徒数382名、学級数15（うち特別支援学級3）の中規模　校である。生徒は素朴で素直な生徒が多く、落ち着いた学校生活を送れており、特に、学校行事において、生徒会役員やリーダーを中心に、大変熱心な取組が見られる。その反面、リーダー不在の状況では、主体性や自立性に欠ける言動も少なくない。また、県学習状況調査の質問紙調査により、自尊感情が他の項目に比べて低いという結果が出ている。

　　平成11年に｢キャリア教育｣という文言が公的に登場したときには、職業観・勤労観の　育成が急務であるとされたが、今日のキャリア教育に期待されることを反映して、平成23　年の中教審答申において、キャリア教育が改めて定義付けられた。そこでは、キャリア教育を「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」（キャリア発達とは、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程）としている。そして、キャリア教育は教育活動全般を通して、生徒の実態や学校・地域の特質に合わせて行うものとされた。本校においても、新たに特別な活動を始めるのではなく、これまでに取り組んできた各教育活動をキャリア教育の視点から見直し、体系的かつ系統的にカリキュラムを再構築することで、活力に満ちた生徒集団を形成し、キャリア発達の基盤となる能力や態度（基礎的・汎用的能力）を効果的に育成できるのではないかと考え、本研究主題を設定した。

３　目指す生徒像  
　　自分のかけがえのなさを自覚し、目指す目標に向かって努力するとともに、社会の一員　としての生き方を考えることのできる生徒

４　研究の内容
(1)　キャリア教育の視点を取り入れた教科指導

　①　学習の意義

　　　最近の生徒たちの問題点として「学びに対する興味・関心の希薄さ」や「将来との関　　　連性の見えないままでの学び」が指摘されている。本校も例外ではなく、このような生　　　徒たちに「この学習をする意義は何か？」「この学習は社会生活のこのような場面に役　　　立っている。」「今、学んでいることは将来のこのようなことに役立つ。」等を伝える　　　ことは、大変意義深いことであり、このことを念頭に置いて授業に臨むこととした。

  ②　ねらいの重点化  
　　　生徒たちに育てたい基礎的・汎用的能力の分析を行い、本校生徒の実態も加味して、　　　重点的に育成したい能力を絞って実践することとした。また、その育成に最も効果的な　　　単元（題材）を選択し、それを各教科の年間指導計画に年３回を基準として明示した。

(2)　各教育活動の連動（ユニット化）

  　　キャリアの視点を取り入れた教科・教科外の授業は有効ではあるものの、単独では大　　　きな効果が望めるとは言い難い。そのため、これらの授業をうまく連動させる（つなぐ）　　　ことができれば、より効果が上がるのでないかと考えた。その際、本校で特に力を注い　　　でいる学校行事を核とし、その事前と事後指導において、ねらいを明確にして連動させ　　　る。（本校ではこのまとまりをユニットと呼ぶ。）ユニットとして、「体育祭」「校内　　　合唱コンクール」「宿泊学習」「職場体験学習」「修学旅行」の５つを設定した。

(3)  学びの内省化

  ①  「キャリア・ファイル」の開発と活用

　　　キャリア教育に関する学習活動の過程や成果に関する情報を集積したものであり、３　　　年間継続して使用する。その活用を通して、生徒は過去の自分を振り返ることができ、　　　自分の成長に気付いたり、これからの自分の進むべき道について考えたりすることがで　　　きる。
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　②　キャラクターの開発

      生徒がキャリア教育について、少しでも親近感をもって学ぶことが　　　できるように、キャラクターの開発を考えた。こうしてできあがった

　　のが右図の「キャリアっち」である。ワークシート等に登場し、言葉

    を発することによって、生徒は対話形式で学習を進めることができる。

５　公開授業
　○　１年１組　学級活動　「校内合唱コンクールの事後指導」

  ○  ２年１組　学級活動　「職場体験学習と関連付けた進路学習」

　○  ３年４組　英　　語　「キャリア教育の視点を取り入れた教科指導」

６　最後に   
　　まだまだ研究半ばで、課題も多く、今後も引き続き研究を進めて参ります。ご参会の先　生方には、本校の取組に対する忌憚のないご意見・ご指導をよろしくお願いいたします。

